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研究目的・内容
 「テンソル心電図解析（Tensor Cardiography: TCG）」は、「累積ガウ

ス分布」により心電図データから心筋の内膜側と外膜側の活動電位が時系
列で遷移する分布を算出し、迅速に統計的解析を行うことができる。また、こ
のテンソル解析により得られた心電図波形は数値データとして保存され、必要
に応じて波形としての再解析が可能であるという利点を持つ。

本研究の目的は、①遺伝性心疾患の高精度かつ早期診断を可能にする
TCGの診断システムの開発と、②心電図データの効率的な圧縮保存技術の
開発にある。

具体的な開発項目
テンソル心電図臨床用プログラムの開発
正常及び遺伝性心疾患の心電図データ収集・解析・圧縮保存
非専門医や臨床検査技師、だれでも取り扱いが容易で判断が可能なダッ

シュボードを作成
テンソル心電図解析システムに向けた検討（検診・スクリーニング等）
今後の展開
個人健康情報（PHR)と連動させた国民規模の心電図データベースの構築
心電図データベース解析と分子遺伝学の融合による新たな学問の創出
 TCGを活用した遠隔モニタリングによる早期異常の検出
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